
濾波発振器於ける持続振鋤條件と影像イyピーダシスに就いて
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となり（46）式の値として約350μAを得る。

［3）の1実験
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　（46）式の数値計算で取打つた劉値に合はせるやう

に自励発振器を働作きせる。即ちEp＝100ぢ鋤＝66γ

9＝60°，ε9　＝＝44Vとした時Jgはどうなるかを見る。併

し完全に此のデータに合はせることは不可能に近く、

Ep＝＝100「レ～εpa　＝＝67，5　V，　p＝680，εg　＝32　V．　Eg＝＝　－7V

と云ふ状態にてち＝368μAになる。

　此場合にも（46）式から明らかなるからにグリツド

回路のC，L，Sは乃を決定するのに何等寄与しない。

Igは全く真究管の働作状態で定つて仕舞ふ。併拒抗R

はEgを定め、従つてa，　bを決定するのに関与するの

で石決定に関係がある。（46）式からグリッドリーク

Rを定めるには次の順序によればよい。εgを与へ流通

角pを假定するとεg60sg＝疏からEσがきまる。ブV

pny g側の励作状態がわカつて居れば（46）式でIgか

わかるのでEg＝・Jg　Rの匪係から必要とするグリッド

リ声クRの値を決定する事Pt出来る。

　　4結　言
A誠。罐績に於てグリツドコシデ轟一cの大いさ

は流通及び阻止期間の充放電を考へた計算では実際上

殆んど寄与しない。此の事ばプレート側に交番電圧の

存在を考へ、叉グリッド側のCに直馴にインダクタソ

スL、担抗Sを考へても同様である。此の結果自励発

振器のグリツドコンデソサt・・の値はプロツキソグを起

きぬ範囲であれば適当でよい（勿論小に週ぎれば反結

合が弱くなる）。〔3〕に於てプレ声ト側の反作用を考慮

して変動する9nを取扱つたが、此の値は債深い検討を

要すると思はれる事は（33）式は一定のEaの下に於

てEヵが変化した場合の9nを取扱つたもので実際に自

励溌振器の如き場合には砺が変動すると共にθgの値

が変るので第8図に於てepが変ると同時に異れる曲線

上を9nが動くことを考へなければならない。即ち9n

をEpa，Egの函数として（33）式を書き直すのが正し

い（此の点に付いては後日穣討する）〔3〕は一応此の

考察を省略Lたものであるが大略実験値とも合ふ

ので報告する次第である。〔2］のやうにプレ．一ト側反

作用を考へないでよい場合には笑験値と理論値がよく

合ふ。

　自励裂振器に於ける乃は真空管の整流特性（瞼波器）

のみを考へたものより一般に非常に大きい。此の事は

どうしてもプy・一トの反作用を計算に入れなげればな

らない阜を示すものである。（此の研究は文部省科学

研究費の褥助による）。
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濾波發振器に於ける持續振動條件と

影像インピーダンスに就いて
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　濾波発振器に於ける唇績振動條件と影像イソダータ

ンスの関係は次式で与へられる（1）。
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此処にμは真控管の堆幅定数、ROi，Ro2は夫々発振厄路

の送電端、及び受電端影像イソピFダンスである。又

疏はプレ・一一ト挺i抗、Rσはグリツド抵抗である。μを

パラメe’一　et　一としRi／RgとROi／Ro2の関係を描くと

一t Qの曲線群を得る。例へばμ　・7・5，μ＝1318に就いて

描いたものが図である。併しこれは全くの理論式で有

つて従来実験する機会を持たなかつた。最近共振型濾

m擁振器C1）の設計をなすに当り実験する機会を得たの

で其結果を述べる。

　共振傳送に関する非劉称條件①は次式である。

　　　　　　　　驚一r2－　　（2）

濾波発振器の回路素子を決定する方法は最近まで定つ
　　　　　　　　tたものはなかつたが筆者の発表した②（3）方法によれぱ

一応朗確にきまる。回路索子が決定すれば影像イソピ
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濾波発振器に於ける持績振動條件と影像イシピダヅスに就いて

←ダソスRo1，Ro2が計算出来るから（2）式の左辺か定

り真空管の働作状態がわかれば品も判明し（2）式を

玉4
Rf
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満足するRgを定めることが出来る。其処で（2）式を

満足する状態に発振器を組立て狩績振動が成立するか

否かを実験するので有る。Roi／Ro2がわかれば共振簿

送のときこの比は同時にRi／Rσであるから（1）式を

示す図上に此の点を描く、若し此の点がμをパラメ声

タ　・一とした曲線の内部に落ちれば理論上持績振動は生

起し、外部に落ちれば理論上振動は生起しなしので有

る。

　最初に発振周vatw100KC，にしULmo2Aを使用して

実験した。由つて此の場ftμ　・7・5の曲線に従つて繊討

することになる。図上に（a）　（b）……と記したもの

は異る発振回路につき、叉異るRo！／Ro2（同時に品／

Rσ）につき理論上得られた値をプロツトしたもので夫

等の点に応ずる振動の生起するや否やを実験すると次

に列挙する通りになつた。

（のRo1／Ro2　＝3・72　（コルピツツ回路、振動生起）

（b）RO　i／Ro2　＝・　13・4（ハートレP一回路、振動不生起）

（c）

（の

（の

（f）

（9）

（b），

〃

〃

〃

〃

〃

＝8・88（ハートVr回路M＝0振動生起）

＝　12・5（プレート同調回路、振動不生起）

＝＝　8．05（プレート　〃　〃　振動生起）

＝＝　10．3（ハートレ声　　　　振動生起）

＝7．55（プレート同調、　　振動生起）

（d）の場合、理論上の点は僅に曲線の内側にあ

るが振動は起らない。併し其他の場合は振動が生起し

理論式（1）の正しい事を示す。次に発振周波数だけ

を1000KCにあげ矢張りσX20224に就いて実験したも

の次の如し

（1）ROi／Ro2　＝　3・65　　（コノレピツツ　　　　　振動生テ巨）

（2）

（3）

（4）

（5）

〃

〃

〃

〃

＝＝　14．5

＝8．9

＝8．43

＝7．28

（ハートレー－M＝0振動不生起）

（バーNt　p－　M＝O振動生起）

（ハPトレー　　　振動生起）

（プtz・一ト同調　　振動生起）

此場合も殆んど100KCのときと同じ結果を示してゐ

る。次に発振周波数を9500KCにあげ真空管をUY76

（μ＝13．8）にして理論値と実験とを比較して見ると

次のやうになる。此の場台には勿論μ＝13．8の曲線に

従つで瞼討するもので有る。

（イ）ROi／Ro2　＝6・52

（ロ）　　〃　＝4．00

（ハ）　〃　＝44．3

（二）

（ホ）

〃　　＝　19．4

　ψ

〃　　＝19．3

（コルピッッ　　振動生起）

（コルピツッ　　振動生起）

（プレPト同調k＝O．4

　　　　　　振動不生起）

（プv一ト同SSk＝O．4

　　　　　　　振動生起）

（ハートレー　　振動生起）

　以上濾波発振器に於ける持続振動成立の條件と影像

イソピーダンスの関係を示す第（1）式の正じい事を実

讃した。　（此の研究は文部省科学研究費の補助によつ

た）。
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